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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　山部(Y1)と谷部(Y2)とが交互に連続して形成されていると共にその両端側の山部(Y1)に
係合手段(Y3)を有する折板製の屋根板(Ｙ)の、隣合う屋根板(Ｙ，Ｙ)の係合手段(Y3，Y3)
同士を係合させることにより形成される折板屋根の山部(Y1)上に、屋根設置型構造物(Ｋ)
を取り付けるための折板屋根用取付け金具であって、
　屋根板(Ｙ)の山部(Y1)に当接される部位と少なくとも山部(Y1)の長手方向に亘って形成
された凹状を成す係合段部(Y4)又は山部(Y1)の係合手段(Y3)に係合される部位とを有する
挟持部位(1a)と、該挟持部位(1a)に連続し屋根板(Ｙ)の幅方向に対し略垂直に立ち上がり
前記屋根板(Ｙ)の山部(Y1)の最も高い部位よりも高い位置に挟持用穴(1b)が穿設されてい
る立ち上がり面(1c)と、該立ち上がり面(1c)に連続し屋根板(Ｙ)の山部(Y1)の中心方向へ
向けて該立ち上がり面(1c)と略垂直に形成された支持面(1d)とを有し折曲された鋼板から
成る一対の脚部材(１，１)と、
　その略中心に載置部材用ボルト(2a)が略垂直に立設されている立設面(2b)と、該立設面
(2b)の対向する一方の両端縁より該載置部材用ボルト(2a)が立設されている方向と反対方
向に折曲されそれぞれ対向する位置に挿通穴(2c)が穿設されている一対の挿通面(2d，2d)
とから成り、一対の該挿通面(2d，2d)の挿通穴(2c，2c)がそれぞれ一対の該脚部材(１，
１)の立ち上がり面(1c，1c)の挟持用穴(1b，1b)と対峙し且つ該立設面(2b)の上面に一対
の該脚部材(１，１)の支持面(1d，1d)の下面が当接する状態で、一方の該脚部材(１)の立
ち上がり面(1c)の挟持用穴(1b)から一対の該挿通面(2d，2d)の挿通穴(2c，2c)を貫通して
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他方の該脚部材(１)の立ち上がり面(1c)の挟持用穴(1b)へ至る脚部材固定用ボルト(2e)と
他方の該挟持用穴(1b)より突出する脚部材固定用ボルト(2e)に螺合される脚部材固定用ナ
ット(2f)とで、一対の該脚部材(１，１)同士を連結固定することによって一対の該脚部材
(１，１)の挟持部位(1a，1a)を屋根板(Ｙ)の山部(Y1)に挟持せしめる中駒部材(２)と、
　その上面に屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁部が載置される載置部位(3a)を有し、穿設され
ている載置部材固定穴(3b)に挿通される前記中駒部材(２)の載置部材用ボルト(2a)に螺合
される載置部材固定用ナット(3c)により一対の前記脚部材(１，１)の支持面(1d，1d)の上
面に固定される載置部材(３)と、
　該載置部材(３)上に構造物固定用ナット(4a)を螺合されることにより固定されて該載置
部材(３)の上面に載置される屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁部を該載置部材(３)とで挟持固
定する固定部材(４)と、
から構成されていることを特徴とする折板屋根用取付け金具。
【請求項２】
　一対の脚部材(１，１)の立ち上がり面(1c，1c)の両端縁に係合用凹部(1e)がそれぞれ切
り欠かれて形成されていると共に、中駒部材(２)に、立設面(2b)の対向する他方の両端縁
より載置部材用ボルト(2a)が立設されている方向と反対方向に折曲されその両側縁に該脚
部材(１)の係合用凹部(1e)に係合される係合用凸部(2g)がそれぞれ突設されている一対の
補強面(2h，2h)が更に形成されている請求項１に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項３】
　一対の脚部材(１，１)の挟持部位(1a，1a)が、幅方向と平行なフラットな頂面(Y11)が
形成された山部(Y1)を有する屋根板(Ｙ)の山部(Y1)の頂面(Y11)と該山部(Y1)の頂面(Y11)
から谷部(Y2)へ向かう山部(Y1)の傾斜面(Y12)とに沿うように当接される被支持面(1aa)と
、該被支持面(1aa)と連続し該屋根板(Ｙ)の山部(Y1)の傾斜面(Y12)に長手方向に亘って形
成された凹状を成す係合段部(Y4)に係合する係合面(1ab)とから成る請求項１又は２に記
載の折板屋根用取付け金具。
【請求項４】
　一対の脚部材(１，１)の挟持部位(1a，1a)が、屋根板(Ｙ)の山部(Y1)の傾斜した頂面(Y
11)に沿うように当接される被支持面(1aa)と、該被支持面(1aa)と連続し該屋根板(Ｙ)の
山部(Y1)の側縁部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部(Y4)に係合する係合
面(1ab)とから成る請求項１又は２に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項５】
　一対の脚部材(１，１)の挟持部位(1a，1a)が、山部(Y1)が幅方向と平行なフラットな頂
面(Y11)から略垂直に立ち上がる係合手段(Y3)である嵌合はぜ部(Y31)を備えた屋根板(Ｙ)
の頂面(Y11)に該嵌合はぜ部(Y31)側へ向かって沿うように当接される被支持面(1aa)と、
該被支持面(1aa)と連続し該嵌合はぜ部(Y31)の略垂直に立ち上がる部位に当接するように
上方へ立ち上がり且つその端縁が該嵌合はぜ部(Y31)の下端に係合する係合面(1ab)とから
成る請求項１又は２に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項６】
　載置部材(３)が、載置部材固定穴(3b)を挟んでその両側に屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁
部が載置される載置部位(3a，3a)が形成されていると共に、固定部材(４)が、その略中心
部に穿設された構造物固定穴(4b)に中駒部材(２)の載置部材用ボルト(2a)を挿通され且つ
構造物固定用ナット(4a)で螺合されることにより、該載置部材(３)に載置されたそれぞれ
の屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁部を該載置部材(３)とで挟持固定する逆ハット型形状を成
す請求項１から請求項５までの何れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項７】
　載置部材(３)が、載置部材固定穴(3b)から離れた位置に固定部材用ボルト(3d)が略垂直
に立設され且つ該固定部材用ボルト(3d)と該載置部材固定穴(3b)とを結ぶ線の両側に屋根
設置型構造物(Ｋ)の側縁部が載置される載置部位(3a，3a)が形成されていると共に、固定
部材(４)が、穿設された構造物固定穴(4b)に該載置部材(３)の固定部材用ボルト(3d)を挿
通され且つ構造物固定用ナット(4a)で螺合されることにより、該載置部材(３)に載置され
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た屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁部を該載置部材(３)とで挟持固定するＺ型形状を成す請求
項１から請求項５までの何れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項８】
　載置部材(３)の載置部位(3a)に、載置される屋根設置型構造物(Ｋ)の側縁部が当接され
て位置規制される位置規制片(3e)が略垂直に立設されている請求項１から請求項７までの
何れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項９】
　載置部材(３)に、略垂直に下方へ向けて折曲されており脚部材(１)及び／又は中駒部材
(２)に当接又は近接することにより該載置部材(３)の一対の脚部材(１，１)に対する固定
方向を規制するため固定方向規制片(3f)が更に形成されている請求項１から請求項８まで
の何れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項１０】
　載置部材(３)が、下方が開口する溝形状又はハット形状を成しそのウエブ部の裏面が一
対の脚部材(１，１)の支持面(1d，1d)に当接した状態でその両内側面が一対の脚部材(１
，１)及び／又は中駒部材(２)に当接又は近接することにより該載置部材(３)の一対の脚
部材(１，１)に対する固定方向を規制する載置部材である請求項１から請求項９までの何
れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項１１】
　一対の脚部材(１，１)の支持面(1d)の立ち上がり面(1c)と反対側の端縁部の略中心に、
該立ち上がり面(1c)側へ凹状を成すように切り欠かれたボルト逃げ部(1f)が形成されてい
る請求項１から請求項１０までの何れか１項に記載の折板屋根用取付け金具。
【請求項１２】
　一対の脚部材(１，１)の支持面(1d)の立ち上がり面(1c)と反対側の端縁部同士が、一対
の該脚部材(１，１)同士が連結固定された状態で当接する形状を成している請求項１１に
記載の折板屋根用取付け金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、山部と谷部とが交互に連続して形成されていると共にその両端側の山部に係
合手段を有する折板製の屋根板の、隣合う屋根板の係合手段同士を係合させることにより
形成される折板屋根の山部上に、太陽電池モジュールや屋上緑化パネル等の屋根設置型構
造物を取り付けるための折板屋根用取付け金具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、山部と谷部とが交互に連続して形成されていると共にその両端側の山部に係合
手段を有する折板製の屋根板の、隣合う屋根板の係合手段同士を係合させることにより形
成される折板屋根は、主に工場や倉庫等の比較的大型の建築物の屋根部材として多用され
ており、このような折板屋根の屋根上における広大なスペースを有効活用すべく、近年で
は折板屋根上に太陽電池モジュールや屋上緑化パネル等の屋根設置型構造物が取り付けら
れることが多くなってきている。
【０００３】
　このような折板屋根上に太陽電池モジュールや屋上緑化パネル等の屋根設置型構造物を
取り付ける方法としては、例えば折板屋根の山部分の頂部にボルト挿通用の穴を加工し、
この頂部の穴の上側に、穴のある止水用パッキンを乗せ、その上にボルト挿通用の穴を備
えたコ字状の上部金具を乗せ、この上部金具の両側板間にベースレールを乗せ、ボルトの
軸部を前記ベースレール、上部金具、止水用パッキンの一致させた各穴に通して、折板屋
根の頂部に設けた穴から下面側へ挿通させ、頂部の下面側に、ボルト挿通穴を備えた下部
金具を当てて、このボルト挿通用の穴にボルトの軸部を通してナットを螺着し、ナットを
締付けて、折板屋根にベースレールを固定する取付け用ベースレール固定装置（例えば，
特許文献１参照。）を用いる方法や、太陽電池モジュールをモジュール固定金具にて折板
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屋根下部の建物構造体の支持フレームに固定するとともに、折板屋根面の山部の両者を狭
持してボルトで締め付ける機能を有している屋根固定金具にて支持フレームを折板屋根面
に固定する太陽電池モジュールの取付構造（例えば，特許文献２参照。）を用いる方法が
存在する。
【０００４】
　しかしながら、前者の取付け用ベースレール固定装置を用いる方法では、折板屋根の変
形を防ぐことができるものの、施工の際には折板屋根の山部分の頂部にボルト挿通用の穴
を穿設しなくてはならないから、経年変化等により止水用パッキン等が劣化・腐蝕したり
、風圧等の影響によりボルト挿通用の穴自体が変形したりすることによって、このボルト
挿通用の穴より建築物内に漏水してしまうという欠点があるばかりでなく、ボルトの軸部
を折板屋根の山部分の頂部のボルト挿通用の穴から下面側へ挿通させ、折板屋根の山部分
の頂部の下面側にボルト挿通穴を備えた下部金具を当ててこのボルト挿通用の穴にボルト
の軸部を通してナットを螺着しナットを締付けることにより固定されるものであるから、
施工の際には折板屋根の表面側におけるベースレール等の載置やボルトの挿通等の作業だ
けでなく、折板屋根の裏面側においても下部金具を当ててナットの締結等の作業を行わな
くてはならないので、折板屋根の裏面側に作業用足場を組む必要があると共に折板屋根の
表面側の作業と折板屋根の裏面側の作業とを同時進行させなくてはならないために、その
施工性が非常に悪いだけでなく、既設の大型の建築物において折板屋根上に後から屋根設
置型構造物を取り付けるのは非常に困難であるという欠点があった。
【０００５】
　一方、後者の太陽電池モジュールの取付構造を用いる方法では、施工の際に折板屋根の
裏面側において作業を行わなくてもよいものの、屋根固定金具で折板屋根の山部の両者を
狭持してボルトで締め付けて固定するものであるから、屋根固定金具で折板屋根の屋根板
の山部から谷部へ向かう山部の傾斜面を直接挟持することにより屋根板の山部の傾斜面近
傍が凹状に大きく変形してしまうという欠点があるばかりでなく、この屋根板の山部の傾
斜面近傍の変形した部位に疵が入ってしまうと、かかる部位が腐蝕し易くなってしまうと
いう欠点もあり、逆に屋根板の山部の傾斜面近傍が凹状にならないような弱い挟持力で屋
根固定金具を折板屋根の山部に固定した場合には、屋根固定金具が屋根板の山部より離脱
し易くなるので、屋根固定金具に固定された屋根設置型構造物が折板屋根から滑落する事
故が発生する危険性があるという欠点もあり、更には前記の如く屋根固定金具で折板屋根
の屋根板の山部を挟持する際にその挟持力が強すぎると屋根板の山部が大きく変形してし
まう一方、その挟持力が弱いと屋根板の山部より離脱し易くなるので、結果的に折板屋根
を大きく損傷させることなく折板屋根上に屋根設置型構造物に確実に固定するのが非常に
難しいという欠点があった。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１５５０４０号公報
【特許文献２】特開平１１－１７２８６１号公報（図４等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記従来技術の欠点を解消し、山部と谷部とが交互に連続して形成されてい
ると共にその両端側の山部に係合手段を有する折板製の屋根板の、隣合う屋根板の係合手
段同士を係合させることにより形成される折板屋根の山部上に、太陽電池モジュールや屋
上緑化パネル等の屋根設置型構造物を取り付けるための折板屋根用取付け金具であって、
折板屋根を変形させることなく確実に屋根設置型構造物を取り付けることができ且つ施工
性が優れている折板屋根用取付け金具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは前記課題を解決すべく鋭意研究の結果、山部と谷部とが交互に連続して形
成されていると共にその両端側の山部に係合手段を有する折板製の屋根板の山部に当接さ
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れると共に山部の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部又は山部の係合手段に
係合される一対の脚部材を、ボルトが立設された中駒部材で連結固定することによって、
一対の脚部材が屋根板の山部の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部又は山部
の係合手段に係合された状態で屋根板の山部に挟持せしめると共に、中駒部材のボルトに
固定された載置部材に載置された屋根設置型構造物の側縁部を、載置部材と固定部材とで
挟持固定する構成とすれば、折板屋根を変形させることなく屋根設置型構造物を安定して
確実に取り付けることができると共に、その施工性を向上させることができることを究明
して本発明を完成したのである。
【０００９】
　即ち本発明は、山部と谷部とが交互に連続して形成されていると共にその両端側の山部
に係合手段を有する折板製の屋根板の、隣合う屋根板の係合手段同士を係合させることに
より形成される折板屋根の山部上に、屋根設置型構造物を取り付けるための折板屋根用取
付け金具であって、
　屋根板の山部に当接される部位と少なくとも山部の長手方向に亘って形成された凹状を
成す係合段部又は山部の係合手段に係合される部位とを有する挟持部位と、該挟持部位に
連続し屋根板の幅方向に対し略垂直に立ち上がり前記屋根板の山部の最も高い部位よりも
高い位置に挟持用穴が穿設されている立ち上がり面と、該立ち上がり面に連続し屋根板の
山部の中心方向へ向けて該立ち上がり面と略垂直に形成された支持面とを有し折曲された
鋼板から成る一対の脚部材と、
　その略中心に載置部材用ボルトが略垂直に立設されている立設面と、該立設面の対向す
る一方の両端縁より該載置部材用ボルトが立設されている方向と反対方向に折曲されそれ
ぞれ対向する位置に挿通穴が穿設されている一対の挿通面とから成り、一対の該挿通面の
挿通穴がそれぞれ一対の該脚部材の立ち上がり面の挟持用穴と対峙し且つ該立設面の上面
に一対の該脚部材の支持面の下面が当接する状態で、一方の該脚部材の立ち上がり面の挟
持用穴から一対の該挿通面の挿通穴を貫通して他方の該脚部材の立ち上がり面の挟持用穴
へ至る脚部材固定用ボルトと他方の該挟持用穴より突出する脚部材固定用ボルトに螺合さ
れる脚部材固定用ナットとで、一対の該脚部材同士を連結固定することによって一対の該
脚部材の挟持部位を屋根板の山部に挟持せしめる中駒部材と、
　その上面に屋根設置型構造物の側縁部が載置される載置部位を有し、穿設されている載
置部材固定穴に挿通される前記中駒部材の載置部材用ボルトに螺合される載置部材固定用
ナットにより一対の前記脚部材の支持面の上面に固定される載置部材と、
　該載置部材上に構造物固定用ナットを螺合されることにより固定されて該載置部材の上
面に載置される屋根設置型構造物の側縁部を該載置部材とで挟持固定する固定部材と、
から構成されていることを特徴とする折板屋根用取付け金具である。
【００１０】
　そして、本発明に係る折板屋根用取付け金具において、一対の脚部材の立ち上がり面の
両端縁に係合用凹部がそれぞれ切り欠かれて形成されていると共に、中駒部材に、立設面
の対向する他方の両端縁より載置部材用ボルトが立設されている方向と反対方向に折曲さ
れその両側縁に脚部材の係合用凹部に係合される係合用凸部がそれぞれ突設されている一
対の補強面が更に形成されていれば、一対の脚部材同士を連結固定する際に一対の脚部材
の立ち上がり面同士の間の距離を規制することができるので、中駒部材と一対の脚部材と
を強固に固定して屋根板の変形を完全に防止することができて好ましいことも究明したの
である。
【００１１】
　また、本発明に係る折板屋根用取付け金具の一対の脚部材の態様としては、一対の脚部
材の挟持部位が、幅方向と平行なフラットな頂面が形成された山部を有する屋根板の山部
の頂面とこの山部の頂面から谷部へ向かう山部の傾斜面とに沿うように当接される被支持
面と、この被支持面と連続し屋根板の山部の傾斜面に長手方向に亘って形成された凹状を
成す係合段部に係合する係合面とから成る態様，一対の脚部材の挟持部位が、屋根板の山
部の傾斜した頂面に沿うように当接される被支持面と、この被支持面と連続し屋根板の山
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部の側縁部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部に係合する係合面とから成
る態様や，一対の脚部材の挟持部位が、山部が幅方向と平行なフラットな頂面から略垂直
に立ち上がる係合手段である嵌合はぜ部を備えた屋根板の頂面に嵌合はぜ部側へ向かって
沿うように当接される被支持面と、この被支持面と連続し嵌合はぜ部の略垂直に立ち上が
る部位に当接するように上方へ立ち上がり且つその端縁が嵌合はぜ部の下端に係合する係
合面とから成る態様等が存在するので、種々の形状の折板屋根に本発明に係る折板屋根用
取付け金具を適用させることができて好ましいことも究明したのである。
【００１２】
　更に、本発明に係る折板屋根用取付け金具の載置部材及び挟持固定の態様としては、載
置部材が、載置部材固定穴を挟んでその両側に屋根設置型構造物の側縁部が載置される載
置部位が形成されていると共に、固定部材が、その略中心部に穿設された構造物固定穴に
中駒部材の載置部材用ボルトを挿通され且つ構造物固定用ナットで螺合されることにより
、載置部材に載置されたそれぞれの屋根設置型構造物の側縁部を載置部材とで挟持固定す
る逆ハット型形状を成す態様や，載置部材が、載置部材固定穴から離れた位置に固定部材
用ボルトが略垂直に立設され且つ固定部材用ボルトと載置部材固定穴とを結ぶ線の両側に
屋根設置型構造物の側縁部が載置される載置部位が形成されていると共に、固定部材が、
穿設された構造物固定穴に載置部材の固定部材用ボルトを挿通され且つ構造物固定用ナッ
トで螺合されることにより、載置部材に載置された屋根設置型構造物の側縁部を載置部材
とで挟持固定するＺ型形状を成す態様等が存在するので、屋根設置型構造物の側縁部と折
板屋根の山部との位置関係や、複数の屋根設置型構造物の配置位置に応じで好適な本発明
に係る折板屋根用取付け金具を選択することができて好ましいことも究明したのである。
【００１３】
　更に、載置部材の載置部位に、載置される屋根設置型構造物の側縁部が当接されて位置
規制される位置規制片が略垂直に立設されていれば、屋根設置型構造物を複数の本発明に
係る折板屋根用取付け金具の載置部材の載置部位に跨って載置する際における位置決めを
簡単にすることができて好ましく、また載置部材に、略垂直に下方へ向けて折曲されてお
り脚部材及び／又は中駒部材に当接又は近接することにより載置部材の一対の脚部材に対
する固定方向を規制するため固定方向規制片が更に形成されていたり、載置部材が、下方
が開口する溝形状又はハット形状を成しそのウエブ部の裏面が一対の脚部材の支持面に当
接した状態でその両内側面が一対の脚部材及び／又は中駒部材に当接又は近接することに
より載置部材の一対の脚部材に対する固定方向を規制する載置部材であったりすれば、載
置部材を一対の脚部材の支持面の上面に固定する際や屋根設置型構造物を載置部材の載置
部位に載置する際に屋根板の山部に固定されている脚部材等に対して載置部材が回転して
しまうことを防止することができて好ましいことも究明したのである。
【００１４】
　更に、一対の脚部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部の略中心に、立ち上がり
面側へ凹状を成すように切り欠かれたボルト逃げ部が形成されていれば、一対の脚部材同
士を連結固定することによって一対の脚部材を屋根板の山部に挟持せしめる際に脚部材の
支持面と中駒部材の立設面に立設された載置部材用ボルトとが干渉するのを防ぐことがで
きて好ましく、そしてこのようなボルト逃げ部が形成されている態様において、一対の脚
部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部同士が、一対の脚部材同士が連結固定され
た状態で当接する形状を成していれば、一対の脚部材が屋根板の山部を挟持した状態にお
いて一対の脚部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部同士が当接された状態となっ
ているので、本発明に係る折板屋根用取付け金具全体の強度を向上させることができて好
ましいことも究明したのである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る折板屋根用取付け金具は、前記した構成より成るものであるから、山部と
谷部とが交互に連続して形成されていると共にその両端側の山部に係合手段を有する折板
製の屋根板の山部に当接されると共に山部の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合
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段部又は山部の係合手段に係合される一対の脚部材を、ボルトが立設された中駒部材で連
結固定することによって、一対の脚部材が屋根板の山部の係合段部又は山部の係合手段に
係合された状態で屋根板の山部に挟持せしめるものであるので、従来の取付け金具の如く
屋根板の山部に固定用の穴を穿設したり、屋根板の山部の傾斜面近傍が凹状に大きく変形
させたりすることにより屋根板を損傷させることがないため、屋根板自体の強度や屋根板
の雨仕舞い性能を低下させることが全くなく、更に屋根設置型構造物は載置部材と固定部
材とで挟持固定されると共に、一対の脚部材の支持面の上面に載置部材が固定され且つ一
対の脚部材の挟持部位が屋根板の山部に当接されるものであるから、屋根設置型構造物の
重量を安定して支持することができ、更にまた中駒部材を介して一対の脚部材同士を連結
固定することによって一対の脚部材の挟持部位で屋根板の山部に挟持せしめた状態で、一
対の脚部材の挟持部位が屋根板の山部の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部
又は山部の係合手段に係合されるものであるから、載置部材と固定部材とで挟持固定され
た屋根設置型構造物に風圧等の影響により屋根板と離反させる力や近接させる力が負荷さ
れたとしても屋根設置型構造物を固定した状態を確実に維持することができるのである。
【００１６】
　また、本発明に係る折板屋根用取付け金具は、中駒部材を介して一対の脚部材同士を連
結固定することによって一対の脚部材の挟持部位で屋根板の山部に挟持せしめるものであ
るから、施工の際には折板屋根の表面側でのみ作業を行えばよいので、折板屋根の裏面側
に作業用足場を組む必要が全く、更には既設の折板屋根の山部上に屋根設置型構造物を後
から新たに取り付けることができる。
【００１７】
　そして、本発明に係る折板屋根用取付け金具において、一対の脚部材の立ち上がり面の
両端縁に係合用凹部がそれぞれ切り欠かれて形成されていると共に、中駒部材に、立設面
の対向する他方の両端縁より載置部材用ボルトが立設されている方向と反対方向に折曲さ
れその両側縁に脚部材の係合用凹部に係合される係合用凸部がそれぞれ突設されている一
対の補強面が更に形成されていれば、一対の脚部材同士を連結固定する際に一対の脚部材
の立ち上がり面同士の間の距離を規制することができるので、屋根板の変形を完全に防止
することができて好ましいばかりでなく、一対の脚部材同士が連結固定された際に一対の
脚部材の立ち上がり面同士が中駒部材の補強面を挟持した状態となるから、本発明に係る
折板屋根用取付け金具全体の強度が格段に向上するので好ましい。
【００１８】
　また、本発明に係る折板屋根用取付け金具の一対の脚部材の態様としては、一対の脚部
材の挟持部位が、幅方向と平行なフラットな頂面が形成された山部を有する屋根板の山部
の頂面とこの山部の頂面から谷部へ向かう山部の傾斜面とに沿うように当接される被支持
面と、この被支持面と連続し屋根板の山部の傾斜面に長手方向に亘って形成された凹状を
成す係合段部に係合する係合面とから成る態様，一対の脚部材の挟持部位が、屋根板の山
部の傾斜した頂面に沿うように当接される被支持面と、この被支持面と連続し屋根板の山
部の側縁部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部に係合する係合面とから成
る態様や，一対の脚部材の挟持部位が、山部が幅方向と平行なフラットな頂面から略垂直
に立ち上がる係合手段である嵌合はぜ部を備えた屋根板の頂面に嵌合はぜ部側へ向かって
沿うように当接される被支持面と、この被支持面と連続し嵌合はぜ部の略垂直に立ち上が
る部位に当接するように上方へ立ち上がり且つその端縁が嵌合はぜ部の下端に係合する係
合面とから成る態様等が存在するので、種々の形状の折板屋根に本発明に係る折板屋根用
取付け金具を適用させることができて好ましいばかりでなく、一対の脚部材の挟持部位が
、山部が幅方向と平行なフラットな頂面から略垂直に立ち上がる係合手段である嵌合はぜ
部を備えた屋根板の頂面に該嵌合はぜ部側へ向かって沿うように当接される被支持面と、
この被支持面と連続し嵌合はぜ部の略垂直に立ち上がる部位に当接するように上方へ立ち
上がり且つその端縁が嵌合はぜ部の下端に係合する係合面とから成る態様である場合には
、その山部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部が存在しない形状の屋根板
であっても、本発明に係る折板屋根用取付け金具を採用することができて好ましい。
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【００１９】
　更に、本発明に係る折板屋根用取付け金具の載置部材及び挟持固定の態様としては、載
置部材が、載置部材固定穴を挟んでその両側に屋根設置型構造物の側縁部が載置される載
置部位が形成されていると共に、固定部材が、その略中心部に穿設された構造物固定穴に
中駒部材の載置部材用ボルトを挿通され且つ構造物固定用ナットで螺合されることにより
、載置部材に載置されたそれぞれの屋根設置型構造物の側縁部を載置部材とで挟持固定す
る逆ハット型形状を成す態様や，載置部材が、載置部材固定穴から離れた位置に固定部材
用ボルトが略垂直に立設され且つ固定部材用ボルトと載置部材固定穴とを結ぶ線の両側に
屋根設置型構造物の側縁部が載置される載置部位が形成されていると共に、固定部材が、
穿設された構造物固定穴に載置部材の固定部材用ボルトを挿通され且つ構造物固定用ナッ
トで螺合されることにより、載置部材に載置された屋根設置型構造物の側縁部を載置部材
とで挟持固定するＺ型形状を成す態様等が存在するので、屋根設置型構造物の側縁部と折
板屋根の山部との位置関係や、複数の屋根設置型構造物の配置位置に応じで好適な本発明
に係る折板屋根用取付け金具を選択することができて好ましいばかりでなく、前者の態様
の場合には、例えば隣合う屋根設置型構造物同士のそれぞれの側縁部間に配置することに
より２つの屋根設置型構造物の側縁部を挟持固定したり、隣合う屋根設置型構造物同士の
それぞれの側縁部の角部が突合う位置に配置することにより４つの屋根設置型構造物の側
縁部の角部を挟持固定したりすることができて好ましく、一方後者の態様の場合には、例
えば複数列の屋根設置型構造物を取付ける場合において最も外側に位置する１つの屋根設
置型構造物の側縁部や２つの屋根設置型構造物の側縁部の角部を挟持固定することができ
て好ましい。
【００２０】
　更に、載置部材の載置部位に、載置される屋根設置型構造物の側縁部が当接されて位置
規制される位置規制片が略垂直に立設されていれば、屋根設置型構造物を複数の本発明に
係る折板屋根用取付け金具の載置部材の載置部位に跨って載置する際における位置決めを
簡単にすることができて好ましいばかりでなく、屋根設置型構造物を載置部位に載置する
際に屋根設置型構造物の側縁部が中駒部材の載置部材用ボルト等に接触することにより屋
根設置型構造物が破損したり傷付いたりしてしまうことを防止することができて好ましく
、また載置部材に、略垂直に下方へ向けて折曲されており脚部材及び／又は中駒部材に当
接又は近接することにより載置部材の一対の脚部材に対する固定方向を規制するため固定
方向規制片が更に形成されていたり、載置部材が、下方が開口する溝形状又はハット形状
を成しそのウエブ部の裏面が一対の脚部材の支持面に当接した状態でその両内側面が一対
の脚部材及び／又は中駒部材に当接又は近接することにより載置部材の一対の脚部材に対
する固定方向を規制する載置部材であったりすれば、載置部材を一対の脚部材の支持面の
上面に固定する際や屋根設置型構造物を載置部材の載置部位に載置する際に屋根板の山部
に固定されている脚部材等に対して載置部材が回転してしまうことを防止することができ
て好ましいばかりでなく、例えば前者の固定方向規制片が形成されている場合には固定方
向規制片を形成する位置や数を工夫することによって、また後者の載置部材が溝形状又は
ハット形状を成す場合には一対の脚部材の立ち上がり面間の距離と一対の脚部材の幅方向
の距離又は中駒部材の立設面の対向する他方の両端縁間の距離の内の何れか長い方の距離
とが略同一となるようにすることによって、一対の脚部材が挟持固定された屋根板の山部
の長手方向に対し、載置部材の固定方向が略平行に固定される状態と略垂直に固定される
状態とを簡単に切り替えることができるので、１つの本発明に係る折板屋根用取付け金具
で屋根設置型構造物の側縁部が屋根板の山部の長手方向と略平行又は略垂直となるような
２通りの取付け方向を簡単に施工することができて好ましい。
【００２１】
　更に、一対の脚部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部の略中心に、立ち上がり
面側へ凹状を成すように切り欠かれたボルト逃げ部が形成されていれば、一対の脚部材同
士を連結固定することによって一対の脚部材を屋根板の山部に挟持せしめる際に脚部材の
支持面と中駒部材の立設面に立設された載置部材用ボルトとが干渉するのを防ぐことがで
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きて好ましく、そしてこのようなボルト逃げ部が形成されている態様において、一対の脚
部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部同士が、一対の脚部材同士が連結固定され
た状態で当接する形状を成していれば、一対の脚部材が屋根板の山部を挟持した状態にお
いて一対の脚部材の支持面の立ち上がり面と反対側の端縁部同士が当接された状態となっ
いるので、本発明に係る折板屋根用取付け金具全体の強度を向上させることができて好ま
しいばかりでなく、一対の脚部材の支持面と載置部材とが当接する面積が増すので、載置
部材と固定部材とで挟持固定された屋根設置型構造物の重量を更に安定して支持すること
ができて好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図面により本発明に係る折板屋根用取付け金具について詳細に説明する。
　図１は本発明に係る折板屋根用取付け金具の１実施例を示す斜視説明図、図２は図１に
示す折板屋根用取付け金具を下方から見た状態を示す斜視説明図、図３は図１に示す折板
屋根用取付け金具の載置部材及び固定部材の取り付け状態を示す斜視説明図、図４は本発
明に係る折板屋根用取付け金具の他の実施例を示す斜視説明図、図５は図４に示す折板屋
根用取付け金具の載置部材及び固定部材の取り付け状態を示す斜視説明図、図６は図１及
び図４に示す脚部材と中駒部材とを分解した状態を示す斜視説明図、図７は図４に示す折
板屋根用取付け金具の施工状態を示す平面説明図、図８は図７のＡ部拡大左側面説明図、
図９は本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の１例
における取り付け状態を示す正面断面説明図、図１０は本発明に係る折板屋根用取付け金
具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の他の例における取り付け状態を示す正面断面
説明図、図１１は本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒
部材の更に他の例における取り付け状態を示す正面断面説明図、図１２は本発明に係る折
板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の更に他の例における取り付
け状態を示す正面断面説明図である。
【００２３】
　図面中、１は屋根板Ｙの山部Y1に当接される部位と少なくとも山部Y1の長手方向に亘っ
て形成された凹状を成す係合段部Y4又は山部Y1の係合手段Y3に係合される部位とを有する
挟持部位1aと、この挟持部位1aに連続し屋根板Ｙの幅方向に対し略垂直に立ち上がり屋根
板Ｙの山部Y1の最も高い部位よりも高い位置に挟持用穴1bが穿設されている立ち上がり面
1cと、この立ち上がり面1cに連続し屋根板Ｙの山部Y1の中心方向へ向けて立ち上がり面1c
と略垂直に形成された支持面1dとを有し折曲された鋼板から成る一対の脚部材であり、後
述する中駒部材２により連結固定されることによってその挟持部位1a，1aで屋根板Ｙの山
部Y1に挟持せしめる役目を果たす。
【００２４】
　この脚部材１が挟持される折板製の屋根板Ｙとしては、山部Y1と谷部Y2とが交互に連続
して形成されていると共にその両端側の山部Y1に長手方向に亘って形成された凹状を成す
係合段部Y4又は係合手段Y3を有する形状を成すものであれば何でもよく、例えば図７及び
図８に示す如く幅方向と平行なフラットな頂面Y11が形成された山部Y1を有しその山部Y1
の頂面Y11から谷部Y2へ向かう山部Y1の傾斜面Y12に長手方向に亘って凹状を成す係合段部
Y4が形成されている折板製の屋根板Ｙ，図９及び図１０に示す如く傾斜した頂面Y11（即
ち、図９では山部Y1の幅方向の中心を頂点として折曲されたような形状を成すような傾斜
した頂面Y11、一方図１０では山部Y1の幅方向の中心を頂点として凸状に湾曲するような
形状を成すような傾斜した頂面Y11）が形成された山部Y1の側縁部に長手方向に亘って凹
状を成す係合段部Y4が形成されている折板製の屋根板Ｙや，図１１及び図１２に示す如く
山部Y1が幅方向と平行なフラットな頂面Y11から略垂直に立ち上がる係合手段Y3である嵌
合はぜ部Y31を備えた屋根板Ｙが存在し、これらの屋根板Ｙは、隣合う屋根板Ｙ，Ｙの係
合手段Y3，Y3同士を係合させることにより折板屋根を形成する。
【００２５】
　この脚部材１の挟持部位1aとしては、屋根板Ｙの山部Y1に当接される部位と少なくとも
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山部Y1の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部Y4又は山部Y1の係合手段Y3に係
合される部位とを有するものであれば特に限定されないが、具体的には例えば屋根板Ｙと
して幅方向と平行なフラットな頂面Y11が形成された山部Y1を有しその山部Y1の頂面Y11か
ら谷部Y2へ向かう山部Y1の傾斜面Y12に長手方向に亘って凹状を成す係合段部Y4が形成さ
れているものを用いる場合には、図７及び図８に示す如く屋根板Ｙの山部Y1の頂面Y11と
山部Y1の頂面Y11から谷部Y2へ向かう山部Y1の傾斜面Y12とに沿うように当接される被支持
面1aaと、この被支持面1aaと連続し屋根板Ｙの山部Y1の傾斜面Y12に長手方向に亘って形
成された凹状を成す係合段部Y4に係合する係合面1abとから成るものが好ましく、また屋
根板Ｙとして傾斜した頂面Y11が形成された山部Y1の側縁部に長手方向に亘って凹状を成
す係合段部Y4が形成されているものを用いる場合には、図９及び図１０に示す如く屋根板
Ｙの山部Y1の傾斜した頂面Y11に沿うように当接される被支持面1aaと、この被支持面1aa
と連続し屋根板Ｙの山部Y1の側縁部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部Y4
に係合する係合面1abとから成るものが好ましく、更に屋根板Ｙとして山部Y1が幅方向と
平行なフラットな頂面Y11から略垂直に立ち上がる係合手段Y3である嵌合はぜ部Y31を備え
たものを用いる場合には、図１１及び図１２に示す如く屋根板Ｙの頂面Y11に嵌合はぜ部Y
31側へ向かって沿うように当接される被支持面1aaと、この被支持面1aaと連続し嵌合はぜ
部Y31の略垂直に立ち上がる部位に当接するように上方へ立ち上がり且つその端縁が嵌合
はぜ部Y31の下端に係合する係合面1abとから成るものが好ましい。
【００２６】
　この脚部材１には挟持部位1aに連続して、図１～図６，図８～図１１に示す如く屋根板
Ｙの幅方向に対し略垂直に立ち上がる立ち上がり面1cが形成されており、この立ち上がり
面1cとしては、例えば図８，図１１及び図１２に示す如く挟持される屋根板Ｙが幅方向と
平行なフラットな頂面Y11が形成された山部Y1を有する場合には、このフラットな山部Y1
の頂面Y11と当接する挟持部位1aから略垂直に立ち上がるように形成され、一方図９及び
図１０に示す如く挟持される屋根板Ｙが傾斜した頂面Y11が形成された山部Y1を有する場
合には、後述する中駒部材２により連結固定されることによって一対の脚部材１の挟持部
位1a，1aで屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめた際に、一対の脚部材１の立ち上がり面1c同士
が側縁側から見て略平行に立ち上がるように形成されている。
【００２７】
　そして、この脚部材１の立ち上がり面1cには、屋根板Ｙの山部Y1の最も高い部位よりも
高い位置に挟持用穴1bが穿設されており、この挟持用穴1bは、図６及び図８～図１２に示
す如く後述する中駒部材２の脚部材固定用ボルト2eを一方の挟持用穴1bから中駒部材２の
一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の挟持用穴1bへ至るように
挿通した後に他方の挟持用穴1bより突出する脚部材固定用ボルト2eに脚部材固定用ナット
2fを螺合することにより、一対の脚部材１，１同士を連結固定させて一対の脚部材１，１
の挟持部位1a，1aで屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめるものである。
【００２８】
　この脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bとしては、後述する中駒部材２の脚部材固
定用ボルト2eを挿通できるように単に円形状の穴より成るものであってもよいが、例えば
図６に示す如く少なくともその一方側の挟持用穴1bとして非円形状のものを穿設すると共
に、脚部材固定用ボルト2eとしてそのボルトの頭側近傍のネジ部側の横断面が前記非円形
状の挟持用穴1bと係合できるような非円形状に形成されたものを採用すれば、脚部材固定
用ボルト2eを一方の挟持用穴1bから中駒部材２の一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫
通して他方の脚部材１の挟持用穴1bへ至るように挿通して他方の挟持用穴1bより突出する
脚部材固定用ボルト2eに脚部材固定用ナット2fを螺合する際に、脚部材固定用ボルト2eが
その軸心を中心として脚部材固定用ナット2fと共に回転してしまうことがないので、脚部
材固定用ボルト2eを支持することなく脚部材固定用ナット2fのみを回転させることによっ
て他方の挟持用穴1bより突出する脚部材固定用ボルト2eに脚部材固定用ナット2fを螺合す
ることができて好ましい。
【００２９】
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　そして、この脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bは、図８及び図９～図１２に示す
如く後述する中駒部材２の脚部材固定用ボルト2eを一方の挟持用穴1bから中駒部材２の一
対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の挟持用穴1bへ至るように挿
通した際に、脚部材固定用ボルト2eが屋根板Ｙの山部Y1と干渉しないようにするため、屋
根板Ｙの山部Y1の最も高い部位よりも高い位置に穿設されており、例えば図８、図１１及
び図１２に示す如く屋根板Ｙとして山部Y1が幅方向と平行なフラットな頂面Y11から略垂
直に立ち上がる係合手段Y3である嵌合はぜ部Y31を備えたものを用いる場合には、挟持用
穴1bは、屋根板Ｙの山部Y1の最も高い部位よりも高い位置である山部Y1の嵌合はぜ部Y31
より高い位置に穿設されており、また図９及び図１０に示す如く屋根板Ｙとして山部Y1の
傾斜した頂面Y11を有する山部Y1を備えたものを用いる場合には、挟持用穴1bは、屋根板
Ｙの山部Y1の最も高い部位よりも高い位置である傾斜した山部Y1の頂面Y11の頂点よりも
高い位置に穿設されている。
【００３０】
　そして、図２，図３，図５，図６及び図８に示す如くこの一対の脚部材１，１の立ち上
がり面1c，1cの両端縁に係合用凹部1eがそれぞれ切り欠かれて形成されていると共に、後
述する中駒部材２に、立設面2bの対向する他方の両端縁より載置部材用ボルト2aが立設さ
れている方向と反対方向に折曲されその両側縁に脚部材１の係合用凹部1eに係合される係
合用凸部2gがそれぞれ突設されている一対の補強面2h，2hが更に形成されていれば、中駒
部材２の脚部材固定用ボルト2eを一方の挟持用穴1bから中駒部材２の一対の挿通面2d，2d
の挿通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の挟持用穴1bへ至るように挿通した後に、他方
の挟持用穴1bより突出する脚部材固定用ボルト2eに脚部材固定用ナット2fを螺合すること
により一対の脚部材１，１同士を連結固定させて一対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aを
屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめる際に、一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c，1c同士の
間の距離を規制することができるので、脚部材固定用ナット2fを所定量以上締め付けてし
まうことにより一対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aがそれぞれの立ち上がり面1c，1cの
支持面1d側の端縁を中心として屋根板Ｙ側へ必要以上に折曲又は回転することによって屋
根板Ｙの変形させてしまうのを完全に防止することができて好ましいばかりでなく、一対
の脚部材１，１同士が連結固定された際に一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c，1c同士
が中駒部材２の補強面2h，2hを挟持した状態となるから、本発明に係る折板屋根用取付け
金具全体の強度が格段に向上するので好ましい。
【００３１】
　この脚部材１には立ち上がり面1cに連続して、屋根板Ｙの山部Y1の中心方向へ向けて立
ち上がり面1cと略垂直に形成された支持面1dが形成されており、この支持面1dは、後述す
る中駒部材２の立設面2bの上面にこれらの支持面1d，1dの下面が当接した状態で中駒部材
２により一対の脚部材１，１同士が連結固定されるものであるから、中駒部材２の脚部材
固定用ボルト2eを一方の脚部材１の挟持用穴1bから中駒部材２の一対の挿通面2d，2dの挿
通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の挟持用穴1bへ至るように挿通した後に、他方の挟
持用穴1bより突出する脚部材固定用ボルト2eに脚部材固定用ナット2fを螺合する際や、一
対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aで屋根板Ｙの山部Y1に挟持した後に、後述する載置部
材３を固定したり載置部材３の上面に載置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部を固定部材
４で挟持固定したりする際に、一対の脚部材１，１同士が中駒部材２に対して脚部材固定
用ボルト2eの軸心を中心として回転したり、中駒部材２自体が脚部材固定用ボルト2eの軸
心を中心として回転したりすることを防止することができるので、その施工性を向上させ
ることができるだけでなく、この支持面1dの上面に後述する載置部材３の下面が当接した
状態で載置部材３の上面に載置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部を後述する固定部材４
で挟持固定されるから、屋根設置型構造物Ｋ自体の重量を、屋根板Ｙの山部Y1に挟持され
る一対の脚部材１，１の支持面1d，1dで支持する構成となっているので、本発明に係る折
板屋根用取付け金具全体の強度を格段に向上させることができる。
【００３２】
　この支持面1dとしては、少なくともその下面が後述する中駒部材２の立設面2bの上面に
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当接するように、立ち上がり面1cに連続し屋根板Ｙの山部Y1の中心方向へ向けて立ち上が
り面1cと略垂直に形成されたものであれば特に限定されないが、図３及び図５に示す如く
一対の脚部材１，１の支持面1dの立ち上がり面1cと反対側の端縁部の略中心に、立ち上が
り面1c側へ凹状を成すように切り欠かれたボルト逃げ部1fが形成されていれば、一対の脚
部材１，１同士を連結固定することによって一対の脚部材１，１を屋根板Ｙの山部Y1に挟
持せしめる際にそれぞれの脚部材１，１の支持面1d，1dと後述する中駒部材２の立設面2b
に立設された載置部材用ボルト2aとが干渉するのを防ぐことができて好ましく、そしてこ
のようなボルト逃げ部1fが形成されている態様において、図３及び図５に示す如く一対の
脚部材１，１の支持面1d，1dの立ち上がり面1c，1cと反対側の端縁部同士が、一対の脚部
材１，１同士が連結固定された状態で当接する形状を成していれば、一対の脚部材１，１
が屋根板Ｙの山部Y1を挟持した状態において一対の脚部材１，１の支持面1d，1dの立ち上
がり面1c，1cと反対側の端縁部同士が当接された状態となっいるので、本発明に係る折板
屋根用取付け金具全体の強度を向上させることができて好ましいばかりでなく、一対の脚
部材１，１の支持面1d，1dと後述する載置部材３とが当接する面積が増すので、載置部材
３と後述する固定部材４とで挟持固定された屋根設置型構造物Ｋの重量を更に安定して支
持することができて好ましい。
【００３３】
　２はその略中心に載置部材用ボルト2aが略垂直に立設されている立設面2bと、この立設
面2bの対向する一方の両端縁より載置部材用ボルト2aが立設されている方向と反対方向に
折曲されそれぞれ対向する位置に挿通穴2cが穿設されている一対の挿通面2d，2dとから成
り、この一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cがそれぞれ一対の脚部材１，１の立ち上がり
面1c，1cの挟持用穴1b，1bと対峙し且つ立設面2bの上面に一対の脚部材１，１の支持面1d
，1dの下面が当接する状態で、一方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bから一対の
挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bへ
至る脚部材固定用ボルト2eと他方の挟持用穴1bより突出する脚部材固定用ボルト2eに螺合
される脚部材固定用ナット2fとで、一対の脚部材１，１同士を連結固定することによって
一対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aを屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめる中駒部材であり
、一対の脚部材１，１同士を連結固定させて一対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aにより
屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめると共に、その立設面2bに立設されている載置部材用ボル
ト2aに屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される後述する載置部材３を固定させる役目を
果たす。
【００３４】
　この中駒部材２の立設面2bには、図３，図５，図６及び図９～図１２に示す如くその略
中心に載置部材用ボルト2aが略垂直に立設されており、この載置部材用ボルト2aは、図１
及び図３～図５に示す如く後述する載置部材３の載置部材固定穴3bに挿通し載置部材用ボ
ルト2aを螺合されることにより載置部材３を中駒部材２の立設面2bの上面に当接する一対
の脚部材１，１の支持面1d，1dの上面に固定するためのものであるばかりでなく、図４及
び図５に示す如く後述する載置部材３が載置部材固定穴3bから離れた位置に固定部材用ボ
ルト3dが略垂直に立設され且つ固定部材用ボルト3dと載置部材固定穴3bとを結ぶ線の両側
に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3a，3aが形成されている態様である
場合には、屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３とで挟持した状態で固定部材４をも
固定するためのものである。
【００３５】
　この中駒部材２の立設面2bの対向する一方の両端縁には、この一方の両端縁より載置部
材用ボルト2aが立設されている方向と反対方向に折曲されそれぞれ対向する位置に挿通穴
2cが穿設されている一対の挿通面2d，2dが形成されており、この一対の挿通面2d，2dに穿
設されているそれぞれの挿通穴2c，2cとしては、少なくとも立設面2bの上面に一対の脚部
材１，１の支持面1d，1dの下面が当接する状態で、脚部材固定用ボルト2eが一方の脚部材
１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bから一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫通して他方
の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bへ至るように挿通できるように、それぞれの脚
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部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bと一致するような位置にそれぞれ対向して穿設され
ている必要がある。
【００３６】
　この中駒部材２の一対の挿通面2d，2d同士間の距離としては、脚部材固定用ボルト2eに
螺合される脚部材固定用ナット2fとで一対の脚部材１，１同士を連結固定して一対の脚部
材１，１の挟持部位1a，1aを屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめた状態において、図９～図１
２に示す如く少なくとも一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c同士の間に収まるような距
離に形成されていてたとしても、中駒部材２の立設面2bの上面に一対の脚部材１，１の支
持面1d，1dの下面が当接する状態となっているため、中駒部材２自体が脚部材固定用ボル
ト2eの軸心を中心として回転することがないので問題はないが、このような場合において
例えば図９～図１２に示す如く一対の脚部材１，１の支持面1dの立ち上がり面1cと反対側
の端縁部の略中心に立ち上がり面1c側へ凹状を成すように切り欠かれたボルト逃げ部1fが
形成され、且つ一対の脚部材１，１の支持面1dの立ち上がり面1cと反対側の端縁部同士が
一対の脚部材１，１同士が連結固定された状態で当接する形状を成していれば、中駒部材
２自体が脚部材固定用ボルト2eの軸心と平行な方向へ移動してしまうことがないので好ま
しく、また図８に示す如く中駒部材２の一対の挿通面2d，2d同士間の距離が、脚部材固定
用ボルト2eに螺合される脚部材固定用ナット2fとで一対の脚部材１，１同士を連結固定し
て一対の脚部材１，１の挟持部位1a，1aを屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめた状態において
、一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c同士の間に丁度収まるような距離、即ち前記状態
において中駒部材２の一対の挿通面2d，2dがそれぞれ一対の脚部材１，１の挟持部位1a，
1aに当接するような距離に形成されていれば、前記の如く一対の脚部材１，１の支持面1d
の立ち上がり面1cと反対側の端縁部同士が一対の脚部材１，１同士が連結固定された状態
で当接しない態様の場合であっても、中駒部材２自体が脚部材固定用ボルト2eの軸心と平
行な方向へ移動してしまうことがないので好ましい。
【００３７】
　そして、この中駒部材２に、図２，図３，図５，図６及び図８に示す如く立設面2bの対
向する他方の両端縁より載置部材用ボルト2aが立設されている方向と反対方向に折曲され
その両側縁に脚部材１の係合用凹部1eに係合される係合用凸部2gがそれぞれ突設されてい
る一対の補強面2h，2hが更に形成されていると共に、一対の脚部材１としてそれぞれの立
ち上がり面1c，1cの両端縁に係合用凹部1eがそれぞれ切り欠かれて形成されているものを
用いれば、前記の如く一対の脚部材１，１同士を連結固定する際に一対の脚部材１，１の
立ち上がり面1c，1c同士の間の距離を規制することができるので、屋根板Ｙの変形を完全
に防止することができて好ましいばかりでなく、一対の脚部材１，１同士が連結固定され
た際に一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c，1c同士が中駒部材２のそれぞれの補強面2h
，2hを挟持した状態となるから、本発明に係る折板屋根用取付け金具全体の強度が格段に
向上するので好ましい。
【００３８】
　３はその上面に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3aを有し、穿設され
ている載置部材固定穴3bに挿通される中駒部材２の載置部材用ボルト2aに螺合される載置
部材固定用ナット3cにより一対の脚部材１，１の支持面1d，1dの上面に固定される載置部
材であり、中駒部材２の載置部材用ボルト2aに固定されると共にその載置部位3aに載置さ
れた屋根設置型構造物Ｋの側縁部を後述する固定部材４とで挟持固定する役目を果たす。
【００３９】
　この載置部材３の載置部位3aに、図１及び図３～図５に示す如く載置される屋根設置型
構造物Ｋの側縁部が当接されて位置規制される位置規制片3eが略垂直に立設されていれば
、屋根設置型構造物Ｋを複数の本発明に係る折板屋根用取付け金具の載置部材３の載置部
位3aに跨って載置する際における位置決めを簡単にすることができて好ましいばかりでな
く、屋根設置型構造物Ｋを載置部材３の載置部位3aに載置する際に屋根設置型構造物Ｋの
側縁部が中駒部材２の載置部材用ボルト2a等に接触することにより屋根設置型構造物Ｋが
破損したり傷付いたりしてしまうことを防止することができて好ましい。
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【００４０】
　この載置部材３の位置規制片3eとしては、例えば図４及び図５に示す如くその載置部材
固定穴3bに挿通された中駒部材２の載置部材用ボルト2aを挟んで両側に立設され屋根設置
型構造物Ｋの側縁部の端面が載置部材用ボルト2a側へ移動しないように位置規制するもの
であってもよく、また屋根設置型構造物Ｋがその側縁部が框体を成しこの框体により框体
の厚さよりも薄い厚さの板状のものが嵌め込まれているようなもの（例えば、太陽電池モ
ジュールの如きもの）である場合には、図１及び図３に示す如く屋根設置型構造物Ｋの框
体の側縁部端面の反対側の面と対峙するように後述する固定部材４から離れた位置に立設
されているものであれば、屋根設置型構造物Ｋの側縁部を対向する他の本発明に係る折板
屋根用取付け金具の載置部材３の載置部位3aに載置する際に、既に反対側の載置部材３の
載置部位3aの所定位置に載置された屋根設置型構造物Ｋの側縁部が位置規制片3eに引っ掛
かるので、屋根設置型構造物Ｋが載置部材３の載置部位3aの所定位置よりズレて落下して
しまうことを防止することができて好ましい。
【００４１】
　そして、載置部材３に、図２に示す如く略垂直に下方へ向けて折曲されており脚部材１
及び／又は中駒部材２に当接又は近接することにより載置部材３の一対の脚部材１，１に
対する固定方向を規制するため固定方向規制片3fが更に形成されていたり、図４，図５及
び図８に示す如く載置部材３が、下方が開口する溝形状又はハット形状を成しそのウエブ
部の裏面が一対の脚部材１，１の支持面1d，1dに当接した状態でその両内側面が一対の脚
部材１，１及び／又は中駒部材２に当接又は近接することにより載置部材３の一対の脚部
材１，１に対する固定方向を規制する載置部材であったりすれば、載置部材３を一対の脚
部材１，１の支持面1d，1dの上面に固定する際や屋根設置型構造物Ｋを載置部材３の載置
部位3aに載置する際に屋根板Ｙの山部Y1に固定されている脚部材１等に対して載置部材３
が回転してしまうことを防止することができて好ましいばかりでなく、例えば図２に示す
如き前者の固定方向規制片3fが形成されている場合には、固定方向規制片3fを形成する位
置や数を工夫することによって、また図４，図５及び図８に示す後者の載置部材３が溝形
状又はハット形状を成す場合には、一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c，1c間の距離と
一対の脚部材１，１の幅方向の距離又は中駒部材２の立設面2bの対向する他方の両端縁間
の距離の内の何れか長い方の距離とが略同一となるようにすることによって、一対の脚部
材１，１が挟持固定された屋根板Ｙの山部Y1の長手方向に対し、載置部材３の固定方向が
略平行に固定される状態と略垂直に固定される状態とを簡単に切り替えることができるの
で、１つの本発明に係る折板屋根用取付け金具で屋根設置型構造物Ｋの側縁部が屋根板Ｙ
の山部Y1の長手方向と略平行又は略垂直となるような２通りの取付け方向を簡単に施工す
ることができて好ましい。
【００４２】
　４は載置部材３上に構造物固定用ナット4aを螺合されることにより固定されて載置部材
３の上面に載置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３とで挟持固定する固定部
材であり、載置部材３の載置部位3aに載置された屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材
３とで挟持固定する役目を果たす。
【００４３】
　これらの載置部材３及び固定部材４としては、少なくとも互いに協働して屋根設置型構
造物Ｋの側縁部を挟持固定することができ、且つ中駒部材２の載置部材用ボルト2aに連結
固定できる構成のものであれば特に限定されないが、例えば図４，図５及び図８に示す如
く載置部材３が、載置部材固定穴3bを挟んでその両側に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載
置される載置部位3aが形成されていると共に、固定部材４が、その略中心部に穿設された
構造物固定穴4bに中駒部材２の載置部材用ボルト2aを挿通され且つ構造物固定用ナット4a
で螺合されることにより、載置部材３に載置されたそれぞれの屋根設置型構造物Ｋの側縁
部を該載置部材３とで挟持固定する逆ハット型形状を成していれば、図７に示す如く隣合
う屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ同士のそれぞれの側縁部間に配置することにより２つの屋根設
置型構造物Ｋ，Ｋの側縁部を挟持固定したり、１つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部に配置
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することにより１つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部を挟持固定したり、図示しないが隣合
う屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ同士のそれぞれの側縁部の角部が突合う位置に配置することに
より４つの屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・の側縁部の角部を挟持固定したりすることができ
て好ましい。
【００４４】
　また、図１～図３に示す如く載置部材３が、載置部材固定穴3bから離れた位置に固定部
材用ボルト3dが略垂直に立設され且つ固定部材用ボルト3dと載置部材固定穴3bとを結ぶ線
の両側に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3a，3aが形成されていると共
に、固定部材４が、穿設された構造物固定穴4bに載置部材３の固定部材用ボルト3dを挿通
され且つ構造物固定用ナット4aで螺合されることにより、載置部材３に載置された屋根設
置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３とで挟持固定するＺ型形状を成していれば、複数列の
屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・を取り付ける場合において最も外側に位置する１つの屋根設
置型構造物Ｋの側縁部や２つの屋根設置型構造物Ｋ，Ｋの側縁部の角部を挟持固定するこ
とができて好ましい。
【００４５】
　このように載置部材３及び固定部材４として、様々な構成の載置部材３及び固定部材４
を用いることができるから、同一の形状の屋根板Ｙにより構成された折板屋根において、
用いられる脚部材１や中駒部材２を共通にし、設置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部と
折板屋根の山部Y1との位置関係や、折板屋根における複数の屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・
の配置位置に応じて、用いられる載置部材３及び固定部材４のみを適宜変更することによ
って、複数の屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・の様々な配置態様や、様々な屋根設置型構造物
Ｋの形状に対応することができる。
【００４６】
　次に、このような構成の本発明に係る折板屋根用取付け金具の施工方法について説明す
る。
　初めに準備として、屋根設置型構造物Ｋが取り付けられる屋根板Ｙの山部Y1の形状、設
置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部と折板屋根の山部Y1との位置関係や、折板屋根にお
ける複数の屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・の配置位置に対応した本発明に係る折板屋根用取
付け金具を予め各部材が分解された状態に用意する。
【００４７】
　尚、各部材がそれぞれ仮留めの状態でも施工することが可能である場合には、それぞれ
の予め各部材を総て分解した状態とする必要はないが、以下の説明では各部材が分解され
た状態より施工を行う方法のみについて言及する。
【００４８】
　このような準備が完了した後に、先ず一対の脚部材１，１のそれぞれの挟持部位1a，1a
が屋根板Ｙの山部Y1に当接され且つ山部Y1の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合
段部Y4又は山部Y1の係合手段Y3に係合された状態で、且つ中駒部材２の一対の挿通面2d，
2dの挿通穴2c，2cがそれぞれ一対の脚部材１，１の立ち上がり面1c，1cの挟持用穴1b，1b
と対峙し且つ中駒部材２の立設面2bの上面に一対の脚部材１，１の支持面1d，1dの下面が
当接する状態となるように、一対の脚部材１，１及び中駒部材２を位置せしめた後に、中
駒部材２の脚部材固定用ボルト2eを、一方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bから
中駒部材２の一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cを貫通して他方の脚部材１の立ち上がり
面1cの挟持用穴1bへ至るまで挿通し、しかる後に他方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持
用穴1bより突出する中駒部材２の脚部材固定用ボルト2eに中駒部材２の脚部材固定用ナッ
ト2fを螺合することにより一対の脚部材１，１同士を連結固定することによって、一対の
脚部材１，１の挟持部位1a，1aを屋根板Ｙの山部Y1に挟持せしめて、中駒部材２で一対の
脚部材１，１を屋根板Ｙの山部Y1に固定する作業を行う。
【００４９】
　この作業としては、どのような手順で行ってもよいが、例えば一方の脚部材１の立ち上
がり面1cの挟持用穴1bに中駒部材２の脚部材固定用ボルト2eを挿入した後に、この一方の
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脚部材１の支持面1dの下面が中駒部材２の立設面2bの上面に当接するように中駒部材２の
一対の挿通面2d，2dの挿通穴2c，2cに脚部材固定用ボルト2eを挿通させることにより、予
め一方の脚部材１と中駒部材２とが一体となった状態となるように予め仮組しておき、し
かる後にこのような仮組状態で一方の脚部材１の挟持部位1aを屋根板Ｙの山部Y1に当接さ
せ且つ山部Y1の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部Y4又は山部Y1の係合手段
Y3に係合させた後に、他方の脚部材１の挟持部位1aも同様に屋根板Ｙの山部Y1に当接させ
且つ山部Y1の長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部Y4又は山部Y1の係合手段Y3
に係合させながら、仮組状態の中駒部材２の他方の挿通面2dの挿通穴2cより突出する脚部
材固定用ボルト2eに他方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bを挿通させ、最後に他
方の脚部材１の立ち上がり面1cの挟持用穴1bより突出する中駒部材２の脚部材固定用ボル
ト2eに中駒部材２の脚部材固定用ナット2fを螺合すれば、他の手順よりも比較して簡単に
中駒部材２で一対の脚部材１，１を屋根板Ｙの山部Y1に固定する作業を行うことができる
。
【００５０】
　この際、例えば図７及び図８に示す如く屋根板Ｙが、幅方向と平行なフラットな頂面Y1
1が形成された山部Y1を有しその山部Y1の頂面Y11から谷部Y2へ向かう山部Y1の傾斜面Y12
に長手方向に亘って凹状を成す係合段部Y4が形成されているものである場合には、一対の
脚部材１，１として、図１～図６及び図８に示す如くその挟持部位1a，1aが、幅方向と平
行なフラットな頂面Y11が形成された山部Y1を有する屋根板Ｙの山部Y1の頂面Y11と山部Y1
の頂面Y11から谷部Y2へ向かう山部Y1の傾斜面Y12とに沿うように当接される被支持面1aa
と、この被支持面1aaと連続し屋根板Ｙの山部Y1の傾斜面Y12に長手方向に亘って形成され
た凹状を成す係合段部Y4に係合する係合面1abとから成るものを用い、その係合面1abを屋
根板Ｙの山部Y1の係合段部Y4に引っ掛けるように係合させると共に、その被支持面1aaを
山部Y1の傾斜面Y12とに沿うように当接させた状態となるように一対の脚部材１，１を位
置せしめればよい。
【００５１】
　また、図９及び図１０に示す如く屋根板Ｙが、傾斜した頂面Y11が形成された山部Y1の
側縁部に長手方向に亘って凹状を成す係合段部Y4が形成されているものである場合には、
一対の脚部材１，１として、図９及び図１０に示す如くその挟持部位1a，1aが、屋根板Ｙ
の山部Y1の傾斜した頂面Y11に沿うように当接される被支持面1aaと、この被支持面1aaと
連続し屋根板Ｙの山部Y1の側縁部に長手方向に亘って形成された凹状を成す係合段部Y4に
係合する係合面1abとから成るものを用い、その係合面1abを屋根板Ｙの山部Y1の係合段部
Y4に引っ掛けるように係合させると共に、その被支持面1aaを山部Y1の傾斜した頂面Y11と
に沿うように当接させた状態となるように一対の脚部材１，１を位置せしめればよい。
【００５２】
　更に、図１１及び図１２に示す如く屋根板Ｙが、山部Y1が幅方向と平行なフラットな頂
面Y11から略垂直に立ち上がる係合手段Y3である嵌合はぜ部Y31を備えたものである場合に
は、一対の脚部材１，１として、図１１及び図１２に示す如くその挟持部位1a，1aが、山
部Y1が幅方向と平行なフラットな頂面Y11から略垂直に立ち上がる係合手段Y3である嵌合
はぜ部Y31を備えた屋根板Ｙの頂面Y11に嵌合はぜ部Y31側へ向かって沿うように当接され
る被支持面1aaと、この被支持面1aaと連続し嵌合はぜ部Y31の略垂直に立ち上がる部位に
当接するように上方へ立ち上がり且つその端縁が嵌合はぜ部Y31の下端に係合する係合面1
abとから成るものを用い、その係合面1abの端縁を嵌合はぜ部Y31の下端に係合させ且つ係
合面1abを嵌合はぜ部Y31の略垂直に立ち上がる部位の一部又は全部に当接させると共に、
その被支持面1aaを山部Y1のフラットな頂面Y11に載置された状態となるように一対の脚部
材１，１を位置せしめればよい。
【００５３】
　またこの際、図２，図３及び図５～図６に示す如く一対の脚部材１，１の立ち上がり面
1c，1cの両端縁に係合用凹部1eがそれぞれ切り欠かれて形成されていると共に、中駒部材
２に、立設面2bの対向する他方の両端縁より載置部材用ボルト2aが立設されている方向と
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反対方向に折曲されその両側縁に脚部材１の係合用凹部1eに係合される係合用凸部2gがそ
れぞれ突設されている一対の補強面2h，2hが更に形成されている態様の場合には、一方の
脚部材１の立ち上がり面1cの両端縁に形成された一対の係合用凹部1e，1eに、それぞれ中
駒部材２の一対の補強面2h，2hにおける一方の脚部材１側に形成されたそれぞれの係合用
凸部2g，2gが係合すると共に、他方の脚部材１の立ち上がり面1cの両端縁に形成された一
対の係合用凹部1e，1eに、それぞれ中駒部材２の一対の補強面2h，2hにおける他方の脚部
材１側に形成されたそれぞれの係合用凸部2g，2gが係合するように、それぞれ一対の脚部
材１，１及び中駒部材２を位置せしめればよい。
【００５４】
　次に、図９～図１２に示す如く一対の脚部材１，１により屋根板Ｙの山部Y1を挟持せし
めた状態で、一対の脚部材１，１同士を連結固定する中駒部材２の載置部材用ボルト2aに
載置部材３を螺合固定する作業を行う。
【００５５】
　この作業は、載置部材３の載置部材固定穴3bを中駒部材２の立設面2bに立設されている
載置部材用ボルト2aに挿通させた状態で、載置部材３を一対の脚部材１，１の支持面1d，
1dの上面に載置した後に、載置部材３の載置部材固定穴3bより突出する載置部材用ボルト
2aに載置部材３の載置部材固定用ナット3cを螺合し、載置部材３を一対の脚部材１，１の
支持面1d，1dの上面に固定することにより行われる。
【００５６】
　ここで、載置部材３を一対の脚部材１，１の支持面1d，1dの上面に載置する際には、例
えば図２及び図３に示す如く載置部材３に、略垂直に下方へ向けて折曲されており脚部材
１及び／又は中駒部材２に当接又は近接することにより載置部材３の一対の脚部材１，１
に対する固定方向を規制するため固定方向規制片3fが更に形成されている態様の場合には
、固定方向規制片3fを脚部材１及び／又は中駒部材２に当接又は近接させることによって
、また図４及び図５に示す如く載置部材３が、下方が開口する溝形状又はハット形状を成
しそのウエブ部の裏面が一対の脚部材１，１の支持面1d，1dに当接した状態でその両内側
面が一対の脚部材１，１及び／又は中駒部材２に当接又は近接することにより載置部材３
の一対の脚部材１，１に対する固定方向を規制する載置部材である態様の場合には、載置
部材３の両内側面を一対の脚部材１，１及び／又は中駒部材２に当接又は近接することに
よって、設置される屋根設置型構造物Ｋの側縁部と折板屋根の山部Y1との位置関係や、折
板屋根における複数の屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・の配置位置に応じて、載置部材３の固
定方向を決定すればよい。
【００５７】
　次いで、載置部材３の上面の載置部位3aに屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置する作業
を行う。
【００５８】
　この作業としては、折板屋根における複数の屋根設置型構造物Ｋ，Ｋ・・の配置位置に
応じて行えばよく、具体的には例えば図４及び図５に示す如く載置部材３が、載置部材固
定穴3bを挟んでその両側に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3aが形成さ
れている態様の場合には、図７に示す如くそれぞれの載置部位3a毎に１つの屋根設置型構
造物Ｋの側縁部を載置したり、図示しないがそれぞれの載置部位3a毎に２つの屋根設置型
構造物Ｋの側縁部の角部を載置したり、図７及び図８に示す如く一方の載置部位3aのみに
１つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置したり、図示しないが一方の載置部位3aのみに
２つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部の角部を載置したりすればよく、また図１～図３に示
す如く載置部材３が、載置部材固定穴3bから離れた位置に固定部材用ボルト3dが略垂直に
立設され且つ固定部材用ボルト3dと載置部材固定穴3bとを結ぶ線の両側に屋根設置型構造
物Ｋの側縁部が載置される載置部位3a，3aが形成されている態様の場合には、両載置部位
3a，3aを跨ぐように１つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置したり、それぞれの載置部
位3aに１つの屋根設置型構造物Ｋの側縁部の角部を載置したりすればよい。
【００５９】
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　最後に、載置部材３の上面に載置された屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３と固
定部材４とで挟持固定する作業を行う。
【００６０】
　具体的には、例えば図４及び図５に示す如く載置部材固定穴3bを挟んでその両側に屋根
設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3aが形成されていると共に、固定部材４が
、その略中心部に穿設された構造物固定穴4bに中駒部材２の載置部材用ボルト2aを挿通さ
れ且つ構造物固定用ナット4aで螺合されることにより、載置部材３に載置されたそれぞれ
の屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３とで挟持固定する逆ハット型形状を成す場合
には、固定部材４の構造物固定穴4bを中駒部材２の載置部材用ボルト2aに挿通させた状態
で、固定部材４が屋根設置型構造物Ｋの側縁部の上面に当接する状態となるように固定部
材４を載置した後に、固定部材４の構造物固定穴4bより突出する中駒部材２の載置部材用
ボルト2aに構造物固定用ナット4aを螺合することによって、載置部材３の上面に載置され
た屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３と固定部材４とで挟持固定すればよい。
【００６１】
　また、例えば図１～図３に示す如く載置部材３が、載置部材固定穴3bから離れた位置に
固定部材用ボルト3dが略垂直に立設され且つ固定部材用ボルト3dと載置部材固定穴3bとを
結ぶ線の両側に屋根設置型構造物Ｋの側縁部が載置される載置部位3a，3aが形成されてい
ると共に、固定部材４が、穿設された構造物固定穴4bに載置部材３の固定部材用ボルト3d
を挿通され且つ構造物固定用ナット4aで螺合されることにより、載置部材３に載置された
屋根設置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３とで挟持固定するＺ型形状を成す場合には、固
定部材４の構造物固定穴4bを載置部材３の固定部材用ボルト3dに挿通させた状態で、固定
部材４が屋根設置型構造物Ｋの側縁部の上面に当接する状態となるように固定部材４を載
置した後に、固定部材４の構造物固定穴4bより突出する載置部材３の固定部材用ボルト3d
に構造物固定用ナット4aを螺合することによって、載置部材３の上面に載置された屋根設
置型構造物Ｋの側縁部を載置部材３と固定部材４とで挟持固定すればよい。
【００６２】
　かくして、本発明に係る折板屋根用取付け金具を用いることにより屋根設置型構造物Ｋ
の側縁部を屋根板Ｙの山部Y1上に取り付けることができるのであるが、通常は１つの屋根
設置型構造物Ｋ毎に複数の本発明に係る折板屋根用取付け金具を用いて取り付けるもので
あるので、先ずは１つの屋根設置型構造物Ｋを折板屋根の山部Y1上に取り付けるために必
要な数の本発明に係る折板屋根用取付け金具を用意し、折板屋根の山部Y1上の所定の箇所
に前記の如き手順でそれぞれ一対の脚部材１，１を中駒部材２を用いて山部Y1上に固定す
ると共に一対の脚部材１，１上に載置部材３を固定した後に、１つの屋根設置型構造物Ｋ
を複数の載置部材３に跨るように載置し、しかる後にそれぞれの載置部材３に固定部材４
を固定することにより１つの屋根設置型構造物Ｋの複数箇所の側縁部を折板屋根の山部Y1
上に取り付ければよい。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明に係る折板屋根用取付け金具の１実施例を示す斜視説明図である。
【図２】図１に示す折板屋根用取付け金具を下方から見た状態を示す斜視説明図である。
【図３】図１に示す折板屋根用取付け金具の載置部材及び固定部材の取り付け状態を示す
斜視説明図である。
【図４】本発明に係る折板屋根用取付け金具の他の実施例を示す斜視説明図である。
【図５】図４に示す折板屋根用取付け金具の載置部材及び固定部材の取り付け状態を示す
斜視説明図である。
【図６】図１及び図４に示す脚部材と中駒部材とを分解した状態を示す斜視説明図である
。
【図７】図４に示す折板屋根用取付け金具の施工状態を示す平面説明図である。
【図８】図７のＡ部拡大左側面説明図である。
【図９】本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の１
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【図１０】本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の
他の例における取り付け状態を示す正面断面説明図である。
【図１１】本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の
他の例における取り付け状態を示す正面断面説明図である。
【図１２】本発明に係る折板屋根用取付け金具に用いられる一対の脚部材及び中駒部材の
他の例における取り付け状態を示す正面断面説明図である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　脚部材
　　1a　挟持部位
　　　1aa　被支持面
　　　1ab　係合面
　　1b　挟持用穴
　　1c　立ち上がり面
　　1d　支持面
　　1e　係合用凹部
　　1f　ボルト逃げ部
　２　中駒部材
　　2a　載置部材用ボルト
　　2b　立設面
　　2c　挿通穴
　　2d　挿通面
　　2e　脚部材固定用ボルト
　　2f　脚部材固定用ナット
　　2g　係合用凸部
　　2h　補強面
　３　載置部材
　　3a　載置部位
　　3b　載置部材固定穴
　　3c　載置部材固定用ナット
　　3d　固定部材用ボルト
　　3e　位置規制片
　　3f　固定方向規制片
　４　固定部材
　　4a　構造物固定用ナット
　　4b　構造物固定穴
　Ｙ　屋根板
　　Y1　山部
　　　Y11　頂面
　　　Y12　傾斜面
　　Y2　谷部
　　Y3　係合手段
　　　Y31　嵌合はぜ部
　　Y4　係合段部
　Ｋ　屋根設置型構造物
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